〇　招　集　告　示
坂戸・鶴ヶ島消防組合告示第１号
　平成２６年２月１３日第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部に招集する。
　　　平成２６年１月２８日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂戸・鶴ヶ島消防組合管理者　　石　川　　　清
〇　会　　期
　　平成２６年２月１３日　１日間
　　　　　　　　　　　　　　　　〇応招・不応招議員
応招議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　内　　田　　達　　浩　　　　　　　　　８番　　　武　　井　　　　　誠

不応招議員（なし）

平成２６年第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会
〇議事日程（第１号）　平成２６年２月１３日

　日程第１　会議録署名議員の指名について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第２　会期の決定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第３　諸報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第１号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第４　議案第１号　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防長及び消防署長の資格を定める条例制定の件　　　　

　日程第５　議案第２号　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部

　　　　　　　　　　　　を改正する条例制定の件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第６　議案第３号　平成２５年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件　　

　日程第７　議案第４号　平成２６年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件　　　　　　　　　

　日程第８　議案第５号　坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件　　　　　　　

　日程第９　議案第６号　埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第10　閉会中の事務調査について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第11　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

午前１０時００分開会

　出席議員（８名）

　　　　　１番　　　鈴　　木　　友　　之　　　　　　　　　２番　　　松　　村　　和　　子

　　　　　３番　　　内　　野　　嘉　　広　　　　　　　　　４番　　　森　　田　　精　　一

　　　　　５番　　　柴　　田　　文　　子　　　　　　　　　６番　　　山　　中　　基　　充

　　　　　７番　　　内　　田　　達　　浩　　　　　　　　　８番　　　武　　井　　　　　誠

　欠席議員（なし）

　説明のための出席者

　　　管理者　　　石　　川　　　　　清　　　　　　　副管理者　　　藤　　縄　　善　　朗

　　　会　　計

　　　　　　　　　　宮　　寺　　祥　　仁　　　　　　　消防長　　　田　　畑　　美紀雄
　　　管理者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次　　長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（坂　　戸

　　　次　　長　　　加　　藤　　公　　司　　　　　　　　　　　　　　小　　川　　泰　　人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務取扱）

　　　次　　長

　　（鶴ヶ島
　　　　　　　　　　小　　島　　一　　男　　　　　　　庶務課長　　　岡　　部　　久　　志

　　　消防署長

　　　事務取扱）

　　　予防課長　　　髙　　橋　　義　　裕　　　　　　　警防課長　　　宇津木　　三十夫
　　　指令課長　　　川　　野　　敬　　三　　　　　　　監査委員　　　村　　田　　昭　　夫

　事務局職員出席者

　　　書　　記　　　髙　　橋　　長　　美　　　　　　　書　　記　　　今　　野　　淳　　一

　　　書　　記　　　仲　　島　　博　　之　　　　　　　書　　記　　　沼　　田　　淳　　司

　　　書　　記　　　宮　　﨑　　準　　也

　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）

〇森田精一議長　議員の皆さん、おはようございます。

　　現在の出席議員、８人全員でございます。

　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成26年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。

　　本日は、平成26年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　　また、説明者におかれましても、ご多用の中、石川管理者、藤縄副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、御礼を申し上げる次第でございます。

　　本日は、「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」をはじめ６議案が提出されております。

　　本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決を賜りますよう、議事の運営につきましても格別のご協力を賜りますようお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇森田精一議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇森田精一議長　直ちに本日の議事に入ります。

　　日程第１・「会議録署名議員の指名について」を行います。

　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において

　　２　番　　松　　村　　和　　子　議員

　　３　番　　内　　野　　嘉　　広　議員

　の両議員を指名いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇森田精一議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。

　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、平成26年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第１号）
〇森田精一議長　日程第３・「諸報告」をいたします。

　　はじめに、監査委員より平成25年10月分から12月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。

　　以上で諸報告を終わります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第６号の一括上程について
〇森田精一議長　お諮りいたします。

　　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防長及び消防署長の資格を定める条例制定の件」から日程第９・議案第６号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」までを一括議題とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、そのように決定いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号～議案第６号の一括上程、説明
〇森田精一議長　日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防長及び消防署長の資格を定める条例制定の件」から日程第９・議案第６号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」までを一括議題といたします。

　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　提案理由の説明を求めます。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　おはようございます。

　　それでは、ただいま議題となっております議案第１号から議案第６号までの６件につきまして一括して提案理由のご説明を申し上げます。

　　まず、議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防長及び消防署長の資格を定める条例制定の件」でありますが、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律が平成25年６月14日に公布され、消防組織法の一部改正が行われたことに伴い、これまで政令で定められていた消防長及び消防署長の任命資格について市町村条例で定めることとされたことから、政令で定める基準を参酌し、新たに条例を制定しようとするものであります。

　　次に、議案第２号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、消防団員の出動、訓練その他の活動の実態に応じた適切な費用弁償の支給がなされるよう、定額で支出していた費用弁償を、出動等の区分に応じ支給するように定めるものであります。

　　次に、議案第３号・「平成25年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」でありますが、今回の補正は、年度末となり、事業費及び補助金等が確定いたしましたので、組合債の限度額を変更する等所要の措置を行うこととしたほか、事務事業の執行上必要とする経費につきまして、歳入歳出それぞれ１億1,326万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を22億6,459万6,000円にしようとするものであります。

　　主な内容について申し上げますと、歳出につきましては、各歳出科目の事業費の確定に伴い、不用額が見込まれるものにつきまして減額措置を行うことといたしました。

　　なお、歳出に見合う財源といたしましては、国庫支出金及び西入間広域消防組合負担金を計上し、構成市負担金をはじめ、他の歳入科目を減額いたしまして、収支の均衡を図った次第であります。

　　次に、議案第４号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」でありますが、平成26年度一般会計予算につきましては、本組合の構成市であります坂戸市及び鶴ヶ島市を取り巻く極めて厳しい財政状況を十分認識し、財政の健全性を堅持しつつ、市民生活の安心・安全を確保するため、災害に強いまちづくりの実現を目指して、総合的で広範囲にわたる消防防災体制の整備確立を図るため、事務事業を計画的に執行することを基本とし、予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ24億7,371万1,000円といたしました。これは前年度当初予算と比較いたしますと、9,652万7,000円の増となっております。

　　はじめに、歳出予算計上額の主な内容につきまして申し上げますと、まず、議会費及び監査委員費につきましては、報酬のほか一般経常的経費を計上するとともに、一般管理費につきましては、組合の財産管理上必要とする経費及び事務執行に要する経費が主な内容であります。

　　次に、常備消防費につきましては、職員の給与費と職員研修事業、その他事務・事業の執行上必要な経常的経費でありますが、26年度も25年度に引き続き、市民参加による防災意識の普及・高揚を図るため、防火・防災講習会の開催、ひとり暮らし・寝たきり高齢者宅の防火指導をはじめ、火災による死傷者の大半を占める住宅火災を未然に防止するため、住宅用火災警報器の設置促進事業及び住宅防火モデル地区指定事業を推進するとともに、事業所を対象とした防火対象物・危険物施設等の防火査察を実施し、火災予防の推進を図ってまいります。

　　また、救命率の向上を図る目的から、救急救命研修所へ２名の職員を派遣し、資格取得の促進を図るとともに、気管挿管・薬剤投与など救命士の処置範囲の拡大に伴う研修等に派遣し、高度救急体制の充実強化に努めてまいります。

　　さらに、市民・学校・事業所等を対象としたＡＥＤの取り扱い方法を含む救命講習等、応急手当の普及啓発事業を積極的に推進してまいります。

　　次に、非常備消防費の坂戸市消防団費及び鶴ヶ島市消防団費でありますが、主なものは、団員の報酬のほか、団の運営に要する経費であります。

　　次に、常備消防施設費につきましては、地域住民の安全を確保すべく、現有資機材の有効活用を図りながら消防需要の増大に的確に対処するため、来年度は、坂戸消防署西分署の高規格救急車を更新配備し、さらなる消防力の強化を図ります。

　　また、西入間広域消防組合との消防救急デジタル無線共同運用に向け、電波塔の建設をいたします。

　　次に、坂戸市消防施設費及び鶴ヶ島市消防施設費につきましては、40立方メートル級の防火水槽それぞれ２基分の新設工事費等のほか、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金等であります。

　　これらに見合う歳入といたしましては、坂戸市及び鶴ヶ島市並びに西入間広域消防組合の負担金が主なものでありますが、その他、組合債、繰越金等を計上し、収支の均衡を図った次第であります。

　　以上、平成26年度予算の主な内容を申し上げましたが、必要最小限の経費をもって効率的な財政運営を図ることを基本とし、消防施設の計画的充実と、消防職・団員の資質の向上に努め、消防防災体制を整備・確立してまいりたいと存じます。

　　次に、議案第５号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件」でありますが、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一部を改正する政令が平成26年１月29日に公布されたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。

　　改正の主な内容といたしましては、大規模な危険物の製造所等に係る手数料について、消費税及び地方消費税の引き上げが行われること、人件費等を直近の数値を用いて積算し直したこと等により、実費に変動が生じることが判明したことから、製造所等の設置許可、完成検査前検査及び保安検査に係る手数料の額を改定するものでございます。

　　次に、議案第６号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」でありますが、鴻巣市、行田市で構成する彩北広域清掃組合に北本市が加入し、ごみ処理広域化の推進を図ることとなったことから、同組合規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第290条の規定により、本案を提出した次第であります。

　　以上、議案第１号から議案第６号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。

　　　　（石川　清管理者降壇）

〇森田精一議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。

　　最初に、日程第４・議案第１号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防長及び消防署長の資格を定める条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第１号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第２号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第５・議案第２号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第２号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」について質疑をさせていただきます。

　　今回は、今まで定額であったのを、その実態に応じて支給をするということになりますけれども、実際として総額、または実態としての影響額についてお伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　影響額についてでございますが、今年度まで一律３万円の支出であったため、坂戸市消防団では729万円、定数が243名でございます。鶴ヶ島市消防団では159万円、定数が53人を計上しておりました。来年度におきましては、坂戸市消防団1,470万2,000円、741万2,000円の増額となり、鶴ヶ島市消防団は379万円で、220万円の増額となるものであります。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　山中議員。

〇６番（山中基充議員）　再質疑を行わせていただきます。

　　これらの影響額について、今までは定額でしたので、単純に、つまり人数分掛ける３万円ということで出たのですが、今回は会議１回出るために1,000円であるとか、または訓練、災害等へ出るために1,500円、2,000円ということで支給されるのですけれども、そこら辺の実態調査のための、実態を反映するための担保という形、どういった形でそれらの実態を反映しているのかと。今回の予算で後で質疑、ここで質疑してしまいますけれども、今回のそういった、先ほど729万円が1,470万円にするという、そういった積算根拠等も含めて、その実態の把握についてどのようになされるのかについてお伺いいたします。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　まず、予算の積算根拠についてでございますが、平成23年、24年度の実績をもとに算出をいたしましたもので、災害は坂戸が３回、鶴ヶ島が５回、訓練・行事が坂戸20回、鶴ヶ島23回、会議がそれぞれ13回でありました。それぞれの回数を今回の改正額に掛けたものが来年度予算に計上したものでございます。

　　次に、出席状況の確認方法等についてでございますが、現在消防団災害・行事等出場報告書を月報という形で提出をいただいております。今後におきましては、月報と各分団長が確認した費用弁償、件数集計表をあわせて提出をしていただき、確認を行っていきたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第２号につきまして質疑を行います。

　　今、山中議員のほうから質疑がございまして、今までの額よりどんなものかというのが一番の焦点でございますけれども、倍に増額されるということで、その点については了解いたしましたが、こういった改正をするに当たって、近隣の市町村、あるいは近隣の団体の状況はどうなのかということをお伺いしておきたいと思います。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　県内近隣での実績に応じた費用弁償の状況についてでございますが、平成25年４月１日現在、県内64消防団中48消防団、75％、第２ブロック26消防団中20消防団の77％が実績に応じた費用弁償を支給しているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　ただいまご答弁いただきまして、実態に即して現実的にやるというほうが77％ということで全体に多いし、そのほうがやはり正しいと思うのです。ほかに根拠を聞かれた場合に、つかみ的な年額を払うよりいいというふうに私も思いますので、この点については了解いたしましたが、細かいことですけれども、各消防団の団員一人一人の今後の支払い状況というのはみんな違うふうになりますので、こうしたことが一人一人に丁寧に行き渡って納得していただくということも大事ではないかと思いますので、この点についてはどのようになされるかということでお伺いしておきます。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　支給方法につきましてでございますが、今年度まで一律３万円の部分につきましては年２回の支給方法でやっていたわけでございますが、今後におきましては３カ月に１回の支給方法と変えさせていただくと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　ただいま年３回という支給方法というのはわかりましたけれども、やはりこういった詳しい条例が通った場合は、きちんと個人的にも配布をするということで説明をしていただけるということでよろしいですよね。答弁がなかったもので、もう一度お願いします。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　大変失礼しました。お答え申し上げます。

　　今までも一律の３万円につきましても個人の口座に振り込んでおりますので、その部分については特に問題はないと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　食い違っているのですけれども、いいです。

〇森田精一議長　８番・武井誠議員。

〇８番（武井　誠議員）　８番、武井誠です。ただいま議題となっております議案第２号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件」について質疑をいたします。

　　まず、確認なのですけれども、１月24日に自治財政局から各都道府県の財政担当課あるいは市町村担当課等に、地方財政の見通し、予算編成上の留意事項についての事務連絡が出されております。その第３の予算編成上の留意事項の34項目めのところに、「住民の安心・安全を確保する消防防災行政の役割がますます重要となっていることを踏まえ、次のとおり支援措置を講じることとしている」と。（１）で、「消防団の充実強化については、平成25年12月５日に成立した「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」（平成25年法律第110号）を踏まえ、消防団員の確保、活動に応じた適切な報酬・出動手当の支給、装備の充実を図ることが必要である。このため、引き続き報酬・出動手当に要する経費について地方交付税措置を講じるとともに、安全確保装備、活動用資機材及び入団促進に要する経費等について、地方交付税措置を拡充することとしている」と、こういうふうに出ています。

　　そして、その消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律は、第３章の基本的施策のところの第１節、消防団の強化等というところの第13条、消防団員の処遇の改善というところで、「国及び地方公共団体は、消防団員の処遇の改善を図るため、出動、訓練、その他の活動の実態に応じた適切な費用弁償の支給がなされるよう、必要な措置を講ずるものとする」と、こういうふうになっています。

　　確認なのですけれども、今回の改正は、消防団の充実強化に向けたもの、または消防団員の処遇の改善を図るものであるという、この趣旨に沿ったものであるかお伺いします。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　変更の趣旨についてでございますが、現在の費用弁償につきまして年額一律３万円の支給となっております。活動実績に応じて支給することが、公平性を期するとともに、消防団にとって魅力のある消防団活動ができるようにということの処遇改善に当たるものだと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　８番・武井誠議員。

〇８番（武井　誠議員）　では、この基本を踏まえた上で具体的な質疑を２つさせていただきたいと思いますが、先ほど数字が示されましたけれども、来年度は操法訓練があるわけで、出動あるいは訓練回数が増えることが当然想定されるわけで、単純に比較して増えたからいいというふうには私は言えないのではないかというふうに思うのですけれども、少なくとも２年間を見ないといけないのではないかと思うのですが、そのあたり、別の数字というか、そこも踏まえた形での数字を示していただけますか。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　まず、ポンプ車操法がない年という部分についてでございますが、これも個人の影響額についてになると思いますが、ご存じのとおり、ポンプ車操法大会につきましては隔年で実施をしております。過去２年間、操法未実施の平成23年度、操法実施の24年度の実績からでございますが、新たな支給方法に換算しますと、23年度につきましては最低が2,000円、最高が９万4,500円、24年度につきましては最低がゼロ、最高が10万7,000円であり、いずれも平均では一律３万円を大きく上回るものと思われます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　８番・武井誠議員。

〇８番（武井　誠議員）　もう一点だけ質疑します。

　　消防団、消防団員への周知あるいは意見というか、そういったところはどんなふうに把握されているか。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　消防団への説明、意見についてでありますが、両市消防団の正副団長に、10月と11月に２回の説明会を行い、そこでおおむね了承をいただいてきました。１月には、坂戸市は班長以上、鶴ヶ島市は副分団長以上を対象に説明会を実施したところでございます。質疑等はございましたが、今回の費用弁償の改正内容につきましてご理解いただいたものと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

　　ほかに。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　それでは、質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第２号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第３号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第６・議案第３号・「平成25年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）を定める件」に対する質疑に入ります。

　　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村です。議案第３号　平成25年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計補正予算（第２号）につきまして質疑を行います。

　　まず最初に、いつも質疑をしておりますが、９、10ページに……ちょっと飛びました、その前のページの８、９ページの組合債、組合債の下の国庫支出金につきまして、やはり当初予算で組まれていないのがここにきて今年度は、去年は組まれなかったのですけれども、今年は国庫補助がついたということで組まれました。この点についてご説明をいただきたいと思います。

　　また、もう一つは、９、10ページの職員手当、共済費、報償費、このほとんどの今回の補正予算の歳出面の削減というのは職員の給与の一律削減、１年間削減ということで生じていると思いますので、全体でどのぐらいになるのか、まずは聞いておきたいと思います。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　貯水槽の国庫補助金についてお答え申し上げます。

　　貯水槽の国庫補助金につきましては、今年度は昨年度に比べまして大幅に補助金の予算額が増加しております。その影響でもらえたのかなと私のほうは考えております。

　　以上です。

〇森田精一議長　岡部庶務課長。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　臨時特例関係でございますけれども、総額ということではございません、個人的な影響額でまことに申しわけございませんが、職員の最高で８級で61万4,000円の減額、最低で１級で10万5,000円の減額、平均しますと37万6,000円の減額でございます。

　　大変失礼いたしました。

　　さらに、給与減額につきましては481万2,000円、９カ月で4,330万8,000円の減額、12月期期末勤勉手当で概算で1,447万円、その他減額に伴い影響がある手当等を含めますと約6,100万円の減額でございます。

　　さらに、給料に関係しております職員共済組合負担金、公務災害補償基本負担金等を合わせますと、約9,300万円となります。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子です。再質疑を行います。

　　消防費の国庫負担につきましては、そうするともらえるときともらえないときの補助金のつき方というのはこちらの側にあったということなのですか、それとも、国の側にあったというふうに私は思っていたのですけれども、貯水槽の1,047万2,000円がもらえるのともらえないのとでは随分補助のつき方は違うわけですよね。だから、今のご答弁を聞いていますと、やはりもらえる条件というのがあるのかというふうに思うのですが、今までは一度ももらえなかったことはなかったわけですよ。だから、もらえなかったのはなぜで今年度ついたのはどうしてかというのをお伺いしたいのと、当然もらえるのであったら当初予算で計上してもらいたいというのが私の質疑なのですけれども、この点についてもう一回答弁をお願いしたいと思います。

　　また、もう一つの問題は、当然当初予算で組み込まれてはいますけれども、この年度だけ職員手当、職員給与、共済費全てを削減するということで、削減した分を、この予算上で見ますと、両市の分担金及び負担金１億1,291万4,000円の減額になっているわけですよね。恐らくこの支出が削減されたので分担金、負担金を削減したというふうに私は見たのですけれども、消防費が１億1,339万2,000円の減額、そして分担金及び負担金が１億1,291万4,000円ということになっております。これは一つは、当然単年度、25年度限りということですので、来年は、26年はもとに戻すと、それは当然のことでありますけれども、そうなっているというふうには思いますが、戻すということであるかどうかというのを答弁一ついただきたいのと、もう一つは、今不況の中で、職員給与を国家公務員給与に倣って削減するに当たっては、やはり市民のための予算として何らかの対応をするのだというのが大義名分だったのですよね。全体として地方交付税も減るしというふうなこともございました。ここは消防議会で、でも消防は一番の震災災害に対応する重要な命と暮らしを守る部門だと思いますので、本来であれば、こういった予算について分担金を減らすのではなくて、何らかの消防の強化につなげるような予算にすべきだったのではないかと私は思うのですが、単なる負担金及び分担金の削減にとどまったということはどうしてかということの２つを聞いておきたいと思います。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　お答えいたします。

　　補助金についてでございますが、24年度、25年度につきまして、当組合から国のほうにというか、県に要望するわけなのですが、要望するに当たりまして、特に変わったことはございません。変更はありませんでした。国のそのときの補助金の予算なのですけれども、24年度にありましては約７億2,000万円、25年度、今年度ですけれども、こちらが19億円ほどになっておりまして、２倍以上になっているというところは大きく変わっておりますので、その辺が影響しているのかなと私は解釈しております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　給与の減額がもとに戻るかということでございますが、給与の減額につきましては、平成26年３月31日までの臨時特例でありますことから、現時点において延長はないものと認識をしております。

　　次に、負担金、分担金の減額についてでございますが、これまでも構成市であります坂戸市に準じて行うことを基本としておりますことから、構成市の動向を注視するとともに、慎重に検討してまいりたいと考えております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　延長はなくてもとに戻ると、これが当然で、良かったと思いますけれども、分担金、負担金については、既にこの議案第３号で補正予算、最終補正ですよね、25年度の、これによって分担金、負担金を削って、職員給与分の支出を抑えた分がそちらに削られたということですけれども、今年度削った分だから今年度の予算の中で本当に消防力の強化をすべきだったのではないかというのが私の考えなのですけれども、こういうふうにただ単なる削減だけに終わったということについてはちょっと残念なのですが、この辺についてもう一度答弁をお願いします。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　今後につきましては、構成両市と相談をさせていただき、適切に対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　いいです。

〇森田精一議長　ほかに質疑はございますか。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第３号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第４号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第７・議案第４号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」に対する質疑に入ります。

　　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。議案第４号・「平成26年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計予算を定める件」について、３点ほど質疑をさせていただきます。

　　まず、１点目といたしまして、この４月からスタートをいたします消費税の関係で、それぞれ５％を８％という形で計上されているかとは思いますけれども、全体の影響額についてお伺いをさせていただきます。

　　もう一点は、西入間広域消防組合との共同デジタル運用についてなのですが、今回は、仮眠室等は当組合でも工事がこれから始まる予定ですけれども、その部分は実は西入間広域消防組合の負担ということで、予算等には出てまいりません。そういったことも含めて、この26年度におけるこれらの取り組みの概要について、予算と絡めてご説明をいただきたいというふうに思っております。

　　もう一点、最後に、位置情報システムについてなのですけれども、これらは、現在の位置情報システムといいますと、電話等で通報があった場合に、その電話回線で今おおよその場所がわかるということでありますが、説明からいうと、例えば携帯電話であるとか、そういったところからの情報等、現在ではどのような形でそれが掌握されているのか。今回この予算措置によってどのような形で運用が良くなるのか。この３点についてお伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　消費税増税に伴う予算への影響額についてでございますが、歳出予算におきまして、主に節11需用費、節13委託料、節14使用料及び賃借料、節15工事請負費、節16原材料費、節18備品購入費が増額となり、増額金額はおおむね1,054万円となると思われます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　川野指令課長、答弁。

〇川野敬三指令課長　お答え申し上げます。

　　坂戸・鶴ヶ島消防組合・西入間広域消防組合消防通信指令事務共同運用及び消防救急デジタル無線共同システム整備にかかわる事業についてでございますが、平成26年度の消防通信指令事務共同運用にかかわる事業といたしましては、当消防本部３階の仮眠室改修工事及び当消防本部３階指令室を改修いたします消防通信共同運用整備でございまして、平成27年４月の運用開始を予定しております。なお、これらの経費につきましては、西入間広域消防組合が全額を負担いたします。

　　また、消防救急デジタル無線共同システム整備にかかわる事業といたしましては、最適なデジタル無線共同整備を行うために必要な事業費積算書、工事発注仕様書、設計図等の作成の実施設計委託業務、さらに当消防本部敷地内に訓練塔を兼ねた電波塔建設、越生町大字鹿下の県水配水場の敷地内に電波塔の建設工事でございます。なお、これらの経費は両市消防組合で負担するとともに、事業主体が当消防組合となりますことから予算計上したものでございます。

　　さらに、平成27年度の消防救急デジタル無線共同システムにかかわる事業といたしましては、デジタル無線機等の設置を中心とした整備工事でございまして、平成28年４月の運用開始を予定しております。

　　位置情報通知システムについてでございますが、ＮＴＴ東日本の固定電話、各社携帯電話、ＩＰ電話からの119番通報にかかわる発信者位置情報を消防本部で取得いたしまして、通報者の位置を把握しているものでございます。現在は、携帯電話、ＩＰ電話からの119番通報時の位置情報は指令台とは別なモニターに表示されておりまして、操作が複雑であることから、今回固定電話、携帯電話、ＩＰ電話の位置情報通知システムを統合いたしまして、全ての119番通報の発信地点情報を指令台のモニターに連動させまして、指令業務の強度化を図るものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第４号につきまして質疑を行います。

　　まず最初に、今年度の「はじめに」を読ませていただきますと、５名の職員が退職なさるということでございます。この退職に当たって、今一番問題になるのが年金の問題です。年金が１年ずつ延ばされるということで、再任用ということで対応をしてほしいということは再三申し上げてきましたが、今年度の対応というのはどのようになっていくのかということで一つはお伺いしておきたいと思います。

　　また、もう一つの問題としては、そろそろこの庁舎も古くなってまいりまして、普通ですと基本構想をどう立てるか年度を決める時期にきているのではないかなというのが私の思いなのですが、積み立てをしたりとか、どういう年度でどういうふうに、いつごろを目指すとか、そういう計画がこの中に、なされているとは思うのですけれども、いないかもしれない。これは予算を伴わない場合もございますので、消防本部の今後の計画、今後の方針について一応伺っておきたいと思います。

　　もう一つの問題は、ちょっと予算の中で具体的には出ないとは思うのですが、昨年度一般質問しまして、病院や診療所の防火対策というのが非常に問題だということで、新聞にも埼玉県内で37施設が故障や未設置ということで、これは重大だなというような状況もございますが、本消防管内では昨年度の残りというのは改修できていない、違反をちゃんと直していないところがあったら、それをどういうふうに解消していくのかというのが一つと、もう一つの問題は、救急の場合で最近精神、いわゆる躁鬱の病気の大量投与が行われているということで、そうしたことについてどのように消防組合では把握しているのかなと、それを今年度はどう対応するかについて伺っておきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　松村議員さんからの数点にわたりますご質問の中で、庶務関係についてお答え申し上げます。

　　再任用制度の検討についてでございますが、再任用実施に当たり、平成25年６月に再任用に関する検討委員会を設置し、会議を２回開催、再任用の職域等について協議検討を行ったところでございます。その後、坂戸市の運用基準を参考に、坂戸・鶴ヶ島消防組合職員の再任用運用基準を策定し事務を進め、平成25年８月に今年度の定年退職予定者に対しまして希望調査を行い、再任用申請を提出した再任用希望者１名に対しまして、12月３日面接等を行い、職員の有する技能、健康状態、勤務成績等を総合的に検討を行い、再任用の採用を決定したところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　お答え申し上げます。

　　庁舎整備についてでございますが、この本部庁舎が最も古く、昭和48年の建築ですので、40年が経過しております。その間、職員が増え手狭なことから増築したり、阪神・淡路大震災後の平成８年度には耐震改修工事を実施し、改良しております。本部庁舎の大規模な改築または建てかえの関係につきましては、財政面やほかの事業、また建物の傷みぐあい等の状況も考慮し、構成両市とも調整を図ってまいりたいと考えております。

　　次に、精神疾患の患者に対する薬剤の大量投与についてということでございますが、新聞等での報道は見たことがございます。しかしながら、国や県からの通知等については、この件に関しましてはこちらに、消防のほうに連絡は今まで来ておりません。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　高橋予防課長、答弁。

〇高橋義裕予防課長　お答えいたします。

　　当管内におきまして立入検査に該当する12件、坂戸市７件、鶴ヶ島市５件のグループホーム等の火災につきましては、10月11日発生したものですが……大変失礼しました。病院等でございますが、坂戸市７件、鶴ヶ島市５件、こちらにつきまして緊急の立入調査を行いまして、全て良好という状況でございました。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。質疑を行います。

　　途中退職の方が２名で定年退職の方が３名ということだと思うのですが、それぞれの希望というのがあるとは思いますけれども、職務については私も考えてみたのですけれども、大分そちらとも合いますけれども、検査の状況、査察検査などは事業所が多くて全部でき切れない状況の中で、定年退職された方が本当の現場でやるというのは大変なので、そういうところの査察とか、やりやすい職場でないと無理だなというふうに消防の職場は思うのですけれども、そういうふうになっているとは思うのですが、そういう職場に配置されるのか。それと、あとの方は、遠慮したとは思うのですが、４名の方が、いわゆるそのままどこかに就職なさるかどうなのかは私もわからないのですが、余り率としては良くないような気がするのですよね、状況としては。これは本人の問題で、消防組合の問題で職場がありませんと再任用のときは言われるわけではないとは思いますが、念のために聞いておきますが、やはり気に入った職場がないから無理なのか、それともどういうことで希望なされないのか、お伺いしておきたいと思います。

　　２つ目には、基本構想については確かに今、私も一般質問に出しておりまして、広域行政問題も絡みますし、いろいろ絡むとは思いますが、48年から既に40年ということは、もうそろそろ考えても、50年になってしまうわけですよね、計画して一つ一つやっていくとなると建設……もうそろそろ考えなければいけないのではないかと思いますが、こういった点について、前も何回か申し上げておりますので、そこまで話し合いがなされていないと思いますので、今後どうしていくかのテーブルぐらいは用意して話し合いはしていくのかどうか、この点についてお尋ねしておきたいと思います。

　　あとの病院の立入検査の問題は結構でございます。ないということなので、良かったと思っています。

　　一つは、精神的なものについても、わからないような状況ではあると思いますが、ほかの案件で非常に私もこの問題は重要な問題だなと思ったので、この消防組合では大量服用が招く救急搬送がどのぐらいあるのか知りたかったのですけれども、それは調査はしていないということなのでしょうか。

　　以上です。

〇森田精一議長　岡部庶務課長、答弁。

〇岡部久志庶務課長　お答え申し上げます。

　　再任用職員の職域についてでございますが、基本的には消防本部の各種事務を考えているところでございます。また、今後再任用職員が増えた等、消防本部の人員状況を鑑みながら対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　次に、再任用希望者が少なかったという関係でございますが、再任用の希望につきましては個人の意思によるものと考えておりますので、希望者が少ない理由までは把握していないところでございますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　宇津木警防課長、答弁。

〇宇津木三十夫警防課長　お答えいたします。

　　建物の建てかえまたは改修に関しましては、建物の明確な耐用年数がないような状況で、減価償却資産の耐用年数が一つの目安になるとは思いますが、基本的には建物の傷みぐあいや使用状況の変更等を考慮する必要があると考えております。そのほかにも財政面等も考慮し、構成両市と調整を図ってまいりたいと考えております。

　　次に、精神疾患の救急搬送の関係でございますが、特に精神疾患ということでデータをとってあるわけではございませんで、大体が急病という中の範疇に入ってしまいますので、一つ一つ調べるというわけにはいかないところなのですが、結構時間がかかるような急病というのは精神疾患の絡んでいるのが多いように感じております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　いいです。

〇森田精一議長　ほかに質疑はありますか。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第４号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第５号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第８・議案第５号・「坂戸・鶴ヶ島消防組合手数料条例の一部を改正する条例制定の件」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑なしと認め、質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第５号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第６号の質疑、討論、採決
〇森田精一議長　次に、日程第９・議案第６号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」に対する質疑に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　質疑を終結いたします。

　　これより討論に入ります。

　　　　（「なし」の声）

〇森田精一議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。

　　これより議案第６号を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会中の事務調査について
〇森田精一議長　次に、日程第10・閉会中の事務調査についてを議題といたします。

　　概要につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。

　　お諮りいたします。本件を閉会中の事務調査とすることにご異議ありませんか。

　　　　（「異議なし」の声）

〇森田精一議長　ご異議なしと認めます。

　　よって、本案は閉会中の事務調査とすることに決定いたしました。

　　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１１時００分

　　　　再開　午前１１時１０分

〇森田精一議長　休憩前に引き続き会議を開きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇森田精一議長　日程第11・一般質問を行います。

　　通告者は３人であります。

　　順次発言を許可いたします。

　　なお、質問時間につきましては、議会運営についての申し合わせ事項により、執行部の答弁を含め60分以内となっておりますので、ご注意願います。

　　最初に、２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより一般質問を行います。

　　通告を思わず20分、20分と書いてしまいましたけれども、これは取り消して、１時間以内ということでやらせていただきますので、よろしくお願いいたします。

　　１つ目には、消防の広域化について。平成18年の消防組織法の一部を改正する法律により、自主的な市町村の広域化が進められてきました。この問題については、私は既に何度も一般質問をしてまいりました。消防の広域化は市民に何をもたらすかを調べた結果、市民にとっても消防職員にとっても問題が多い事実を指摘し、広域化をやめるよう求めてまいりました。この法律では、平成24年度末を目途に広域化を実現するとしていましたが、その後、引き続き進めるとの答弁がされております。

　　そこで、お伺いいたします。（１）として、消防の広域化について、第３ブロックの状況について。

　　（２）として、埼玉県内の７ブロックの状況について。

　　３つ目には、国、県の動向と広域化についての組合の見解についてお尋ねしたいと思います。

　　２つ目の大きな質問に入ります。大規模災害への対応についてということで質問いたします。

　　　　（「休憩」の声）

〇森田精一議長　ちょっとよろしいですか。

　　　　（「暫時休憩お願いします」の声）

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１１時１２分

　　　　再開　午前１１時１２分

〇森田精一議長　再開いたします。

　　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　松村議員さんからのご質問に順次お答え申し上げます。

　　はじめに、消防の広域化について、第３ブロックの状況についてでございますけれども、平成21年度に６消防本部による勉強会が３回開催されましたが、それ以降現在までのところ進展はございません。

　　次に、埼玉県内の７ブロックの状況についてでございますが、第４ブロックを構成する所沢市、狭山市、入間市、飯能市及び日高市においては、平成25年４月１日に埼玉西部消防局として発足しております。また、県東北部に位置する第７ブロックにつきましては、平成23年11月に羽生市、蓮田市が協議会から退会した後、久喜市ほか３市２町で平成25年４月１日に埼玉東部消防組合消防局として発足しております。そのほか県によりますと、第１ブロックにおきましては上尾市と伊奈町が平成25年９月26日に上尾市・伊奈町消防広域化検討委員会を設立し、現在消防本部レベルでの検討がされているようであります。また、第６ブロックの草加市と八潮市につきましては、平成25年４月１日に草加市及び八潮市消防広域化協議会が設立され、２月６日の新聞報道によりますと、県から重点地域に指定され、現在協議が進められている状況であると伺っております。そのほか第２、第５ブロックに関しましては、進捗がない状況でございます。

　　次に、国、県の動向と広域化についての組合の見解についてでございますが、国では市町村の消防の広域化に関する基本方針の改正が平成25年４月１日付で行われ、広域化の期限が平成30年４月１日まで延長されるとともに、今後十分な消防防災体制が確保できないおそれがある管轄人口10万人未満の小規模消防本部を含む地域を重点地域として指定するなどの内容が盛り込まれました。これに伴い、埼玉県消防広域化推進計画も見直され、計画期間が同様に平成30年４月１日まで延長されたものでございます。当組合といたしましては、現在の状況を維持しつつ、埼玉県及び構成市と十分な連絡調整を図ってまいりたいと考えておりますので、ご理解願いたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　無理な計画のところも結構私は、埼玉県の７ブロックを見ても、無理な計画もあるなというふうに見ております。前にもいろいろ申し上げてきたので、その中身がどうかということはともかく、今後、今答弁いただいたように10万人以下ということですから、この管内は10万人以上のわけですので、余り強制的に、今までも合併しているのに、合併を強要される筋合いもないのではないかというふうに私は見ているわけです。ある程度やるとしても、そんなに大幅な、今の第３ブロックの人口を見ても、川越も含めて、余りに広くて余りに多い人口でまとまりがないのをやるよりも、一定度のブロック化を提案してもいいのではないかという、本当は広域化は反対なのですけれども、でもそういう方向もできるのではないかなというふうに見ました。今後の行く末については動向を見ながらと言いますけれども、積極的に中核都市として、川越に吸収されるよりも、やっていったほうがいいかなと私は思うのですが、その辺の考え方はどうでしょうか。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　ただいまのご質問ですけれども、川越ということではなくて、私どもといたしましても、今までこの議会におきましても広域化の一般的なメリットあるいはデメリットにつきまして説明をさせていただいております。第３ブロックにつきましては、先ほども申し上げましたとおり、動きは全くございません。ただし、今後の県、国等の指導によりまして、第３ブロックにおきましても広域の機運が生じたときにおきましては、その議論に参加をせずに答えを出してしまうというほうが性急過ぎるのではないかと考えております。今後におきましても、広域化情報収集に努めまして、構成両市と調整をしていき、また動きのあった場合につきましては議会へのご報告を最優先にさせていただきたいと思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　ただいまの答弁以上は厳しいと私も思っておりますので、それ以上は申し上げられないと思っておりますが、やはり今までるる述べてまいりました。市民にとっても、消防職員にとっても、やはり余りの広域化というのは望ましくないというふうにもう答えが出ておりますので、そういった観点から、国のほうの条例を見ましても、決して強制的に押しつけるものではないと、地域の意向を踏まえてということを一番大事にしているわけです。ですから、そういった地域の意向なしに何ブロックにしなさいということについてはやはりちょっと問題が残るなと、私は県の広域化の方針はちょっと行き過ぎているのではないかというふうに思っているわけで、市民と職員にとって何が一番いいのか、今後良く勉強していただいて、検討していただいて、より良い方向でイニシアチブをとっていただきたいと思います。

　　１項目の質問終わりますけれども、次に入っていいでしょうか。

〇森田精一議長　はい。

〇２番（松村和子議員）　ということで、次の質問は大規模災害への対応についてということでお伺いしておきたいと思います。

　　今年度政府は、東日本大震災の教訓を生かすとして防災対策の強化を進めてきました。今後予想される南海トラフの大地震や首都直下地震対策について、予防、応急、復旧・復興までの地震対策マスタープランの地震対策大綱、地震防災戦略の作成を見直ししてきました。各県、市町村も、こうした国に従って見直しが行われてきたところでございます。

　　そこで、お伺いいたします。（１）として、組合の消防力の強化について、平成26年度の方針について。

　　（２）として、消防庁の見直し方針に伴う消防団の装備充実について。

　　３つ目には、鶴ヶ島市消防団第１分団の改築についてお尋ねしておきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　はじめに、大規模災害への対応についての消防力の強化についてでございますけれども、現有資機材の有効活用を図りながら、さまざまな研修を通じて職員個々のレベルアップを図るとともに、近隣消防本部の消防相互応援、埼玉県下消防相互応援及び緊急消防援助隊受援計画に基づきまして、消防本部及び関係機関との連携強化により対応してまいりたいと考えております。

　　また、平成26年度の方針についてでございますけれども、装備関係につきましては坂戸消防署西分署の高規格救急自動車を更新配備し、指令設備として119番通報先を確認することのできる統合型位置情報システムを整備いたします。工事関係につきましては、現在進行中の西入間広域消防組合との消防救急デジタル無線の共同運用事業関連といたしまして、訓練塔、電波塔建設等工事を実施するとともに、実施設計業務を行います。また、坂戸市及び鶴ヶ島市へ40立方メートル型耐震性貯水槽をそれぞれ２基ずつ建設し、消防水利の計画的な整備を進めてまいります。

　　次に、消防庁の見直し方針に伴う消防団の整備充実についてでございますけれども、昨年12月に消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律が公布されまして、一部規定を除き施行されました。その中で消防団の装備改善がうたわれておりますが、消防団の装備につきましては消防団の装備の基準に、これは昭和63年消防庁告示におきまして定められており、現在国において消防団員の安全対策、救助活動等の新たな役割への対応、情報通信機器等の充実の観点から検討しており、検討結果に従って基準を改正することとなっておりますので、この基準の内容を踏まえ、両市及び消防団と調整を図りながら充実強化を図ってまいりたいと考えております。

　　次に、鶴ヶ島市消防団第１分団の車庫詰所は、昭和49年に建築され、39年が経過しており、特に老朽化が目立つ部分につきましては改修等を行ってまいりましたが、根本的な建物の構造及び設備の老朽化が進んでおるところでございます。改築計画につきましては、脚折地内の下水道の計画とあわせて、それが明確になる平成26年度以降に検討することとしておりましたが、最近の情報では、下水道整備は早くても平成32年度以降になるようでございます。このことから、現在当消防組合と西入間消防組合との消防救急デジタル無線整備事業の進捗状況など勘案いたしまして、鶴ヶ島市消防団及び鶴ヶ島市と調整しながら進めていきたいと考えているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質問を行います。

　　組合の消防力の強化なのですけれども、確かにデジタル化とか、今回出ました予算で充実はわかったのですけれども、いずれにいたしましても、まだまだ指令を含めて充足していない部分、あるいは人口と高齢化に伴って救急車が結構厳しくなっていること、充足はしていても救急対応も厳しいと、そういう現状の中で、やはり災害が起きたときはそれ以上に厳しいわけですから、一定度の配備の増強をする必要があるのではないかというふうに私は見ているわけです。このことについてはどのように考えていらっしゃるかということでご答弁をお願いしたいと思います。

　　また、消防庁の見直し方針に伴う装備の問題は、徐々にやっていかれると言っておられました。トランシーバーや投光器、安全靴、エンジンカッターほかさまざまな消防庁の見直し方針の中ではメニューがあると思うので、そうしたメニューを一つ一つチェックして、基準に合うように今年度内にぜひある程度装備をしていく必要があるのかなということで質問しているわけなのですけれども、その点についてお答えをいただきたいと思います。

　　３つ目の鶴ヶ島市の消防団の第１分団の問題は、もう余りに……

　　　　（「休憩お願いします」の声）

〇森田精一議長　休憩。

　　　　休憩　午前１１時２７分

　　　　再開　午前１１時２７分

〇森田精一議長　再開いたします。

　　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　消防力の整備指針による充足率と不足分の対応ということだと思いますけれども、これらの不足する消防力を補う方策といたしましては、署所数につきましては、土地区画整理事業や民間の開発行為に伴いまして道路網の整備が進捗することで対応は可能と考えております。

　　次に、指揮車につきましては、坂戸消防署及び鶴ヶ島消防署に１台配備しておりますけれども、坂戸消防署へ配備している指揮車が坂戸市及び鶴ヶ島市の全域をカバーしており、鶴ヶ島消防署の指揮車につきましては、日勤者の署長及び副署長が勤務時間中は出動し、指揮活動を行っております。

　　次に、救助工作車、こちらも50％ということでございますけれども、坂戸消防署の救助工作車がこちらも全管轄をカバーしておりますので、鶴ヶ島消防署配備の消防車にはかなりな救助資機材を装備して対応しているところでございます。

　　次に、消防ポンプ自動車につきましては、75％ということでございますけれども、非常用消防自動車として予備車を鶴ヶ島消防署に配備しておりますので、緊急時の対応として平日は日勤者が、それ以外は非常招集された職員が運用することで充足率の不足を補っているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　（１）の質問の再々質問を行います。

　　ただいま答弁いただきました。まだまだ充足率に達していないところで、特に、指令もそうですけれども、いわゆる救助工作などは、大規模災害が起きたときには、現在でも充足していないという現状の中で、こういった面での充足をさせていくということが大規模災害に対応する一つの対応策ではないかというふうに思いますので、今年度は厳しくても、また来年度、本来ならば、職員給与の問題もありますけれども、できましたらそういった面を充足していく必要があるのではないかというふうに思いますので、もう一度答弁をお願いしたいと思います。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　工作車関係でございますけれども、現在、先ほどもご説明したとおり、坂戸市、鶴ヶ島市を救助工作車１台でカバーしているわけでございますけれども、現在の状況におきましては、救助出動件数が非常に少ないということで、こちらはカバーをし切っているということでご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　（２）の質問を行います。

　　これは消防庁の見直し方針に伴う消防団の装備の問題、先ほども質疑を申し上げましたけれども、いつごろまでにどういう計画を立てて装備の充実を図るのか。法律がつくられても、そのままというわけにはいかないと思いますので、この点について伺っておきたいと思います。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　消防団の装備関係につきましては、先ほども申し上げましたとおり、ここで法律が定められまして、インターネット上での情報しか今のところ来ておりません。そのような中で、本文がまだこちらに届いておりませんので、本文が届き次第検討を始め、整備計画等を策定してまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　２番・松村和子議員。

〇２番（松村和子議員）　（３）の質問に移ります。

　　鶴ヶ島市消防団第１分団の改築問題なのですけれども、このことにつきましては、四、五年前から２度ほど一般質問をしてまいりました。市長も、本会議ではありませんけれども、市役所のほうに移したらどうかとか、やはり改築しなくてはいけないというようなことは話されているというのは承知しております。私が今後この消防団の第１分団の改築で申し上げたいのは、やはり市役所の中は余り行きたくないという意向が強いようなので、今の場所か、それにかわるもう少し環境のいいところの敷地をたくさん借りていますので、あの辺のどこかに移るのか、それはそちらのほうの考えですけれども、それがどうなるのかということと、もう一つは、今の状況ですとトイレもひどいですし、驚いてしまうようなトイレで、暗くて電気もつかないのが今は大丈夫になりましたけれども、本当に災害が起きたときの出場できる建物かなというのはみんな思うと思うのですよね。やはり一定の分団の方たちがそこで食べたり生活したりして市民を救出しなければならない場合も出てくるということを考えると、そうした災害に備えた内容のをつくっていく必要があるのではないかなというふうに考えているのですけれども、この点はどのようにお考えなのでしょうか。

　　以上です。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　第１分団の車庫詰所の関係でございますけれども、この第１分団の車庫詰所の土地につきましては、組合所有の土地ということもございます。そのような関係で、組合の土地を有効利用するなど、そのほか建物構造ですとかといったところにつきましては、今後消防団の要望などを取り入れまして、鶴ヶ島市と協議の上、進めていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上です。

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇２番（松村和子議員）　いいです。

〇森田精一議長　次に、１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　１番、鈴木友之です。通告に従いまして一般質問を行います。

　　防火対象物は、多数の者が出入りするものとして政令で定めるものと規定され、火災が発生したときに避難等が困難であり人命に多大な被害を出すおそれが十分にあるものとして、各種福祉施設や病院等が該当し、定期的に立入検査を行うことが義務づけられています。また、老人ホーム等の福祉施設では、職員数に比べて要介護者数が圧倒的に多い傾向もあり、火災が発生すると惨事につながりやすく、施設に応じた避難訓練の実施が必要と考えます。

　　また、住宅用火災警報器の普及とともに、全国の住宅火災における死者数は平成17年の1,220人をピークとして減少していますが、住宅火災で亡くなる原因の多くは逃げおくれによるものです。住宅用火災警報器は、火災の煙を早期に感知して火災の発生を知らせるということで、住宅用火災警報器は火災予防条例により設置が義務づけられていますが、平成25年度住宅用火災警報器のアンケート調査では、25.5％が「設置していない」と回答をしています。「設置していない」と答えた43％の方の理由として、「設置義務があることを知らなかった」と回答していることからも、今後も一層の対策が必要と考え、防火対策についてお伺いをいたします。

　　防火対象物の防火対策について、２つ目、施設に応じた避難訓練について、３つ目、住宅用火災警報器について、この３点、それぞれのこれまでの取り組みの状況について、まずお伺いをいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　はじめに、防火対象物の防火対策についてでございますけれども、消防法に基づきます防火対象物の立入検査により防火指導を実施しているところでございますけれども、この立入検査は数年サイクルで主な対象物を行うようにしておりますが、入院、入所を伴う病院、福祉施設等の特定防火対象物につきましては、年１回以上の短いサイクルで行うよう努めております。このほか特異火災が発生した場合には、その都度同様な施設に対する緊急の立入検査を実施しております。

　　立入検査の内容でございますけれども、消防設備の維持管理、消防計画、防火管理者の選任等のソフト面及び消防設備の設置、避難経路の確保等のハード面について検査し、不備な点がございましたら、継続的に指導し、是正を図っております。

　　また、平成25年の立入検査の実施状況についてでございますけれども、立入検査実施件数は342件で、そのうち違反指導件数は74件、約22％に違反がございました。25年末の時点におきまして、48件が既に是正、改修されている状況でございます。違反内容の主なものは、防火管理者の未選任、消防計画の未作成、消防計画に基づく訓練の未実施、消防設備点検の未実施等でございました。なお、是正されていない26件につきましては、継続的に指導し、是正を図ってまいりたいと考えております。

　　次に、施設に応じた避難訓練についてでございますけれども、消防法第８条では、一定規模以上の事業所の管理について権原を有する者は、防火管理者を選任し、消防計画を作成させ、この計画に基づいて消火、通報及び避難訓練を実施しなければならないこととされております。防火管理者は、事業所の用途、規模に応じて、必要な訓練の種別、時期、対象者など具体的な内容を訓練実施計画として消防計画に定め、定期的に訓練を行う必要があり、特に福祉施設や病院等の特定防火対象物では、消火訓練及び避難訓練を年２回以上、消防機関に事前通報し、実施することとされております。

　　当管内におきます入院、入所を伴う病院及び社会福祉施設等における訓練の実施状況でございますけれども、入院施設を有する病院等は９施設のうち訓練を実施した施設が８施設、率にして89％、また入所を伴う社会福祉施設31施設のうち訓練を実施した施設が26施設、率にして約84％の状況でございました。それぞれ未実施の事業所につきましては、継続的に指導した結果、全ての事業所が訓練を実施いたしました。また、この消防訓練は、建物の用途特性や規模、構造、収容者の状況、勤務人員等の実態に合った想定のもとで行うよう指導をしているところでございます。

　　次に、住宅用火災警報器についてでございますけれども、当組合では住宅用火災警報器の設置促進のため、構成市の広報紙や消防組合ホームページによる広報のほか、防火訓練や消防訓練など、市民と接するあらゆる機会を捉えてその普及に努めているところでございます。

　　当組合の平成25年度の住宅用火災警報器設置状況アンケート調査の結果、その設置率は74.5％という結果になりました。この状況は、平成24年度の設置率が73.1％であったことから、前年度より1.4ポイント上昇したことになります。このように当組合の住宅用火災警報器の設置率の数値はわずかながら着実に上昇しており、普及が進んでいる状況がうかがえるものであります。また、平成25年度のほかの状況を見ますと、全国平均では設置率79.8％、埼玉県内の平均設置率が75％という状況でございました。

　　こんな中、本年１月に国におきましては、住宅用火災警報器設置対策基本方針に基づき各種施策を講じた結果、設置率は一定の基準に達したとされました。一方、いまだ未設置の世帯に対しては、より効果的な普及啓発を行い、設置促進する必要があるとともに、既に住宅用火災警報器を設置している世帯に対しては、日常の点検や電池切れへの対応など適切な維持管理を周知する必要があるとされました。このため、住宅用火災警報器の設置促進を詳細に把握し、より効果的な普及啓発、維持管理を実施するため、国において新たな調査方法が提示されたところでございます。この方法は、従来の無作為抽出による電話や郵送等のアンケート調査による方法から、調査員による訪問調査に変更するものでございます。当組合でも次回の調査からこの方法を取り入れまして、さらなる普及を図ってまいりたいと思っております。

　　いずれにいたしましても、全ての市民の皆様に住宅用火災警報器の効果とその設置目的をご理解いただき、全ての住宅に火災警報器が設置されますよう普及啓発に取り組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　これまでの取り組みのほかに今後のことも、大概のことは答弁いただいたので、私の質問がなくなってしまうような状況なのですけれども、病院や福祉施設等の特定防火対象物については、今、年１回以上のサイクルで実施されているという答弁がございましたが、群馬県の老人ホームたまゆらの火災事故に代表されるように、自立歩行が困難な住居者を抱えている施設の防火対策は非常に重要と考えるわけですけれども、当消防組合の管内の類似施設の状況についてまずお伺いいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　入所を伴う社会福祉施設は、当組合管内では31施設ございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　この31施設のうち、坂戸市管内と鶴ヶ島、地域別に言うとどういう状況になっていますか、お示しいただきたいと思います。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　坂戸市が15、鶴ヶ島市が16でございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　この類似している施設、坂戸市で15件、鶴ヶ島で16件ということですけれども、その中でも違反が認められたというご答弁がありました。そしてその違反があった全てに対して是正がされたということもありましたけれども、その主な違反の内容についてお伺いをいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　違反の主なものは、例年と同様でございまして、防火管理者の未選任、消防計画の未作成、消防計画に基づく消防訓練の未実施等ソフト面が多くあったものでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　老人福祉施設の火災事故を契機として、ハード面として消火器、火災報知設備、火災通報設備等が規模にかかわらず対象となり、既存の施設にはそれぞれ経過措置が設けられ、設置猶予期間として平成24年の３月までとされていたと認識をしていますけれども、こうしたハード面の設備の設置の状況についてお伺いいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　当管内にあります31施設全てについているということでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　次の質問に移ります。

　　消防計画書の作成が義務づけられ、先ほどの答弁では福祉施設の計画書、全て違反も是正され、順調に推移しているという認識ですけれども、夜間の介護職員が少なく、自立歩行が困難な入居者を抱えている老人介護施設などは、多くの施設の中でも防火、避難の点で非常に難しい施設の一つでもあると思います。当然これらの施設においても、入居者とそれを支える介護職員が安心して対応できる環境を整える、整備する必要があります。施設の関係者から夜間の少人数態勢時の火災に対する不安というものがあるという状況も報告されておりますけれども、こうした老人福祉施設で昼間と夜間の火災が発生した場合では行動マニュアルも変わってくると考えますけれども、消防計画や、それに基づいた避難訓練など実施するに当たって、この状況に応じた何通りかのこうした計画というものが作成されている状況なのか、その状況についてお伺いします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答えを申し上げます。

　　特に夜間に火災が発生した場合に入所者または患者の安全確保を図れるよう、夜間の訓練マニュアルは定められてあります。自衛消防隊員がとるべき対応事項を示すとともに、個々の社会福祉施設等におきまして、建築構造、内装、消防防災設備等に応じまして避難限界時間を設定いたしまして、この時間内にソフト面及びハード面で必要な対応事項が行われているかどうかを私たち消防機関が検証し、必要により改善指導を実施しているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　まず、火災時に介護職員に求められることは、主に火災の発見、通報、消火、避難であります。これらを作成するために、法規に規定されたさまざまな設備や仕組みがある意味多重に設けられている。これらの仕組みを理解、活用することが求められるわけですけれども、全国的に見ると、法的に必要な消防計画書、これとは別に施設の実態に見合った消防避難計画等を介護職員自身で作成し、避難訓練を実施をしているような取り組みがあるようですけれども、この管内でそうした取り組みがされているところというのはあるのかお伺いをいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　特に施設においてのそういった取り組みというのは、現在のところ聞いておりません。また、今後につきまして、そういった情報提供もしていきたいと思っております。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　それでは、次に移ります。

　　住宅用火災警報器についてですけれども、１回目の答弁で、全体的には74.5％の設置率、上昇をしているという状況です。平成25年度の住宅用火災警報器のアンケート調査では、設置率は上がっているものの、25.5％が「設置していない」と回答している状況でもあります。そして、この「設置していない」と答えた43％の方の理由が、「設置義務があることを知らなかった」と回答している状況もまた一方であるわけですけれども、今後どのようにこの警報器の設置率を上げていく努力をされるのか、まずお伺いをいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　設置率の関係でございますけれども、先ほども申し上げましたが、アンケート調査の方法がここで変わります。そのようなことから、実際に職員がご家庭を訪問いたしましての検査といいますか、調べることと設置をお願いすることで、直接市民と対話をしながら設置率を上げたいと思っております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　１番・鈴木友之議員。

〇１番（鈴木友之議員）　答弁があったように、ひとり暮らしの、また寝たきりの高齢者防火指導など、65歳以上を対象にした火災予防の普及啓発及び被害軽減のために実施されている取り組みだと思いますけれども、住宅用火災警報器の推進もあわせて実施しているわけですけれども、年２回訪問して、両方とも会うことができなかったという対象者が、前回の議会でも質疑の中で、そういう実態もあって、会えなかった方に対してのまた再訪問だとか、そういったものまでは明確に把握をされているという状況ではなかったというような認識を持っているのですけれども、そうした会うことができなかった対象者に対してフォローすることを強化することも火災警報器の普及の推進の方策の一つと考えますけれども、そのことに対しての考えをお伺いいたしまして、私の一般質問を終わりたいと思います。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　防火指導に訪れたときにいらっしゃらなかった方の再訪の関係でございますけれども、件数としては上がっております。特に次の火災予防週間のときにいなかった方を中心にという考え方もございますし、過去の経験から、いらっしゃらないお宅につきましては、その時間帯に、消防の時間が悪いのかどうかわかりませんけれども、夜にならないと帰宅されないという方も結構ございまして、なかなか100％に上がらないという状況もあるようでございます。今後におきましても、時間帯等も考えて訪問させていただきたいと思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　暫時休憩いたします。

　　　　休憩　午前１１時５８分

　　　　再開　午前１１時５８分

〇森田精一議長　再開いたします。

　　次に、６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充です。ただいま議長より発言の許可をいただきましたので、私の一般質問を行わせていただきます。

　　まず、大きな１問、消防団の装備について。総務省消防庁は、大規模災害時の消防団の対応力を強化するため、消防庁が昭和63年（1988年）に定めた後、大きな変更のなかった消防団装備の基準を26年までに一新する方向です。新たな基準では、携帯用無線機の台数を増やし、ＧＰＳつきタブレット端末も備品に追加し、団員が災害情報や自分の位置を掌握し、的確に行動できるようにするなどのほか、投光器やエンジンカッターなどの装備のさらなる充実が求められています。財源として総務省は、自治体を支援するため、2014年度から消防団の関連経費を含め多目の見積もりを持って地方交付税を配分する方針です。当組合としての対応についてお伺いいたします。

　　（１）として、坂戸、鶴ヶ島それぞれの消防団の装備の状況について。

　　（２）、14年度予算への装備充実の対応について。

　　（３）、今後の取り組みについてお伺いいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　はじめに、消防団装備についての坂戸、鶴ヶ島それぞれの消防団の装備についてでございますけれども、両市消防団の装備につきましては、消防団の装備の基準、こちらは昭和63年の消防庁告示において定められている基準に沿って配備しているところでございます。現行の基準以外の装備では、坂戸市消防団では救命胴衣が坂戸市から各分団２着、計10着配布され、来年度も10着配布予定となっております。また、多機能車を保有しており、エンジンカッターやＡＥＤ、救命胴衣も搭載し、救助救急活動にも対応できるようになっております。両市消防団へは危険物を踏み抜かないよう底のかたい安全靴の貸与、夜間活動用の投光器も各車両に配備しております。連絡体制の強化のために、デジタルトランシーバーを各分団・部に配備しております。今後、消防救急無線のデジタル化に伴い、各詰所には新規に、車両に配備している受令機は更新をする予定となっております。

　　次に、平成26年度予算への装備充実への対応についてでございますけれども、国が消防団の装備の基準を改正することとされておりますけれども、現在は改正内容が示されておりませんことから、平成26年度予算には計上はしておりません。

　　次に、今後の取り組みについてでございますけれども、消防団の装備の基準の改正内容を踏まえ、両市及び消防団と調整を図りながら充実強化を図ってまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　消防団設備については、先ほどほかの方の一般質問でも出てまいりましたが、まだ国の基準がきちんと示されていないという中で、当組合の消防団のそういう装備充実ということに関しては、投光器またＡＥＤ、またデジタル無線等も配備をされているということでございます。今後の予定として、まだ示されていないがゆえに当初予算にはのっておりませんが、今後はそれらの指針等が出た際に、年度内での執行といいますか、ある程度計画を持っての装備が期待されるのですが、スケジュールとしては、今後補正予算等で対応されていくのかということについてお伺いをさせていただきます。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　消防団の装備につきましても、今後文書が届きまして詳細がわかりましたときに計画を立てるということでございますけれども、今インターネット上での確認の項目の中でも、一度にそろえるとなりますと相当な予算が必要というようなことになりますので、こちらにつきましては、実施計画などを定めまして段階的にそろえていくというような方法で考えているところでございます。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　補正予算等というよりも、まず計画を持ってというご答弁だったと思います。いずれにいたしましても、当組合の消防団の活躍というものは、ある意味市民の安心安全にもつながって、安心感にもつながっておりますので、計画を持って、具体的なお話がまだ進んでいない状況ですので、今回の質問はこれで終わらせていただきますが、その計画の中身であるとか、その取り組みの方針であるとか決まりましたら、また議会のほうにも事前にお示しをいただきたいと思います。

　　続きまして、放火対策についてお伺いをいたします。平成24年消防庁の調べによりますと、火災の原因として、放火、放火の疑いが全体の19.4％、たばこが9.5％、コンロ９％、たき火5.5％、ストーブ3.5％、その他の原因が41％、不明・調査中12.1％であり、放火が原因の上位となっております。

　　（１）、火災の原因と、その現状についてお伺いいたします。

　　（２）、放火対策の現状について。

　　（３）、火災監視機器、放火監視カメラなどのハード面での取り組みについて、当組合のお考えをお伺いいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　はじめに、放火対策について、火災とその原因の現状についてでございますけれども、埼玉県内の平成25年中の火災件数は2,501件で、前年と比較いたしますと274件の減少でございました。火災種別で見ますと、建物火災が1,317件、車両火災が235件、林野火災が13件、船舶火災が１件、その他火災が935件でございました。その出火原因別では、１位が放火で550件、全体の22％、２位がたばこで232件、9.3％、３位が放火の疑いで216件、8.6％、４位がコンロで207件、8.3％、５位が火遊びで83件、3.3％となった状況でございます。このうち放火及び放火の疑いを合わせますと、766件、全体の30.6％という状況でございました。

　　一方、平成25年中の当消防組合管内の火災発生状況でございますが、64件で、前年度と比較いたしますと15件の増加でございます。火災種別では、建物火災が27件、車両火災が７件、その他の火災が30件となり、月平均では5.3件の火災が発生したことになります。また、火災により３名の方が死亡し、２名の方が負傷しております。また、出火原因別では、１番目にたばこで12件、全体の18.8％、２番目に放火の疑いで10件、15.6％、３番目が放火で８件、12.5％、４番目が同数で電灯・電話配線と火入れでそれぞれ５件、7.8％となったものでございます。このうちの放火及び放火の疑いを合わせますと、18件、全体の28.1％という状況であり、近年におけるその割合は、平成23年が19件、31.7％、平成24年が８件、16.3％でありました。

　　最近の火災の出火原因の傾向を見ますと、全国では大都市を抱える都府県において高い割合で放火及び放火の疑いが出火原因の上位を占めており、このことは埼玉県及び当組合管内につきましても同じ状況がここ数年継続してあらわれております。

　　次に、放火対策の現状についてでございますけれども、放火火災は一般的に死角となる場所で人目に触れにくい深夜の時間帯に発生しております。発見のおくれによる被害が拡大するおそれがございます。当組合におきましての放火防止対策への取り組みにつきましては、区自治会、事業所が行う消防訓練、防火管理者資格取得講習会、立入検査など、あらゆる機会を通じまして建物の周囲や、特に死角となる階段下などに段ボール、雑誌及びビニール類などの燃えやすいものを置かないこと、またセンサーライト照明の設置などによる暗がりをつくらないなどの放火防止対策についてお願いするなど、放火されない環境づくりについて両市の広報紙やホームページへ掲載し、火の用心をお願いしているところでございます。今後におきましても、両市防災担当、警察署と情報の共有化を継続し、対応してまいりたいと考えております。

　　次に、火災監視機器や放火監視カメラなどのハード面での取り組みについてでございますけれども、火災監視機器は、火災の発生を監視し、その発生を警報音で周囲に知らせ、また監視カメラはその行為を撮影録画し、行為者を特定する効力を有するとともに、放火行為者が見られているという意識を持つことにより放火行為を抑制し、放火火災防止対策の効果的な手法の一つであると認識をしております。

　　報道等によりますと、大阪市において、この放火監視機器の設置により火災を早期に発見し、近隣住民の初期消火と119番通報により被害を軽減した事例もあるようでございます。放火監視機器を設置した地域周辺にその旨の標識を張るとともに、チラシを配布するなどして住民の防火意識を向上させ、放火行為を未然に抑止する対策をとることにより、相乗効果がもたらされると思います。

　　また、放火監視機器そのものにつきましては、地域実情に応じて抑制効果を期待したダミーの装置の設置も有効と考えられております。

　　しかしながら、一方でプライバシー保護の関係、警報音による問題等課題もあることから、当組合といたしましては、両市の防災担当と研究してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。

　　以上です。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　６番、山中基充でございます。１点、火災の原因についてお伺いしたいのですけれども、放火、放火の疑いとなりますと、それなりの証拠であるとか、現場とかありますが、圧倒的に割と不明といいますか、なかなか特定できない、最近の傾向ですと、特に鶴ヶ島市内でも公園のところの草が焼けたりとか、そういったことをやると、火の気のないところではあるけれども、それ自体は何とか、証拠がなければ、基本的にはあれは不明という扱いになっているのか、それとも放火の疑いという扱いになっているのでしょうか、その辺についてお伺いさせていただきます。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　明らかに火災が発生原因がわからないものにつきましては不明ということで、何も火の気がないところから出火したものにつきましては放火の疑い、放火が強いなということになりますので、放火の疑いという形になっております。

　　以上でございます。

〇森田精一議長　６番・山中基充議員。

〇６番（山中基充議員）　そうなりますと、全体的に25％というのは大体ほぼ放火、放火の疑いということで認識をさせていただきます。

　　今回こういった質問をさせていただくのは、近年そういった傾向が強いというのもありますが、対策としてなかなか、皆さんの自治に求めていくというのが主だったところで、なかなか有効な手段が打てないのですが、先ほどご紹介ありましたけれども、大阪市のほうではこの火災監視機器というのが効果を発しているということで、何らかの答えといいますか、提案というものがなければ、なかなかこういう質問もしづらいのですけれども、この火災監視機器については移動もできますし、ある程度安価でもありますし、警報を鳴らすだけといえば鳴らすだけですけれども、ただその火を持った人がその場所にいたということは確認できるわけですので、そういったことを含めていくと有効な手段であるかなと思います。打つ手がなかなかない中でも、でも具体的なこういった被害であるとか、またそういう実際の数の増加であるとか、何らかの手を打たなくてはいけないときに有効だと考えます。検討されているということですけれども、その点について取り組むべきではないかなと思いますが、ご答弁があればお願いいたします。

〇森田精一議長　田畑消防長、答弁。

〇田畑美紀雄消防長　お答え申し上げます。

　　火災監視装置等の有効性と課題につきまして調べて、研究をしているわけでございますけれども、放火監視機器の仕組みといたしましては、放火行為の発火源の８割以上がライターやマッチということから、放火火災の早期発見には炎センサーにより火炎を感知して音声または警報音を発し、場合によってはカメラ撮影する機能が一般的であるようでございます。よって、放火の発生現場の死角となる場所や人目に触れにくい深夜の時間を監視することは大変有効なものと理解をしているところでございます。

　　先ほども申し上げましたが、有効は確認はできるのですが、課題もあるのではないかということでございますので、今後調査研究をし、防災担当等とも相談をしながら研究をしてまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。

　　以上です。

　　　　（「了解です」の声）

〇森田精一議長　よろしいですか。

〇６番（山中基充議員）　はい。

〇森田精一議長　以上で一般質問を終了いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇森田精一議長　以上をもちまして、今期定例会の議事は全て終了いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長の挨拶
　　　　（森田精一議長起立）

〇森田精一議長　閉会に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。

　　長時間の会議に議員皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げる次第であります。

　　立春も過ぎ、梅の開花の便りも聞こえてまいりましたが、まだまだ余寒の続く折でございます。議員各位にはくれぐれもご自愛いただくとともに、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のご挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（森田精一議長着席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者の挨拶
〇森田精一議長　石川管理者から挨拶のための発言を求められておりますので、これを許します。

　　石川管理者。

　　　　（石川　清管理者登壇）

〇石川　清管理者　議員皆様におかれましては、大変ご多用の中、全員の方のご出席を賜りまして、提出議案６件につきまして原案のとおり可決いただき、心から感謝を申し上げます。

　　11月議会定例会以降の各種事業及び火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。

　　まず、はじめに、各種事業についてでありますが、１月12日には千代田公園を会場に「平成26年消防出初め式」を挙行いたしましたところ、議員皆様をはじめ、消防職・団員及び関係９団体の参加者並びに一般市民の見学者を含め総勢約1,660人の出初め式となり、大きな成果を上げることができました。

　　次に、火災件数でありますが、昨年１月から12月までの１年間の総数は64件で、前年と比較いたしますと、15件の増となっております。このうち、建物火災は27件で、前年と同数となっております。なお、本年１月は９件で、前年比４件の増となっております。

　　次に、救急出場件数でありますが、昨年１年間の総数は6,914件で、前年と比較いたしますと190件の増となりました。これを月平均にいたしますと576.2件、また１日平均では18.9件となります。また、本年１月は619件で、前年比18件の減となっております。

　　本年も大きな災害がないことを望むものでありますが、火災をはじめとする災害態様も複雑多様化の傾向にあることから、今後におきましても各種災害に的確に対応し、住民の負託に応えるべく万全を期してまいります所存でありますので、議員皆様には変わらざるご支援、ご指導をお願い申し上げる次第であります。

　　ここに、議員皆様のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、厚く御礼を申し上げますとともに、議員皆様におかれましては、健康に十分ご留意され、ますますのご活躍をお祈り申し上げ、御礼のご挨拶といたします。

　　ありがとうございました。

　　　　（石川　清管理者降壇）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後　零時１８分）

〇森田精一議長　これをもちまして、平成26年２月第１回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
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